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「
夏
は
海
、
冬
は
ポ
ン
カ
ン
。

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
す
る
こ
と

で
、
人
手
不
足
の
町
に
貢
献
で

き
て
い
る
の
か
な
」

徳
島
県
境
に
近
い
東
洋
町
河

内
地
区
。
2
0
2
2年
7
月
に

青
森
市
か
ら
移
住
し
て
き
た
中

川
じ
ゅ
ん
さ
ん

(43)が
、
特
産

品
で
あ
る
ポ
ン
カ
ン
の
出
荷
作

業
場
で
笑
顔
を
見
せ
た
。

人口

迂
〇ツ4

中
川
さ
ん
は
海
水
浴
場
の
監

視
や
宿
泊
施
設
の
清
掃
、
ポ
ン

カ
ン
の
収
穫
作
業
な
ど
に
従

事
。
季
節
需
要
や
移
住
者
の
希

望
に
応
じ
て
複
数
の
事
業
者
に

人
材
を
派
遣
す
る
「
町
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
バ
ッ
グ
ン
協
同

組
合
」
の
従
業
員
だ
。

県
内
第
1
号
の
認
定
を
受
け

た
「
バ
ッ
グ
ン
ー
」
は
、
こ
れ

ま
で
県
外
か
ら
移
住
し
た
7
人

を
雇
用
。
こ
の
う
ち
、
組
合
を

"
卒
業
“
し
た

4
人
は
全
員
、

町
内
に
定
着
し
て
い
る
。

同
町
の
移
住
者
は
15年
度
の

6
世
帯
8
人
か
ら
、

22年
度
に

は
⑫
世
帯
44人
に
増
加
し
た
。

し
か
し
、
全
体
の
人
口
は
10年

の
3
1
9
4人
か
ら

23年
に
は

2
1
4
2人
に
減
少
。
特
に
34

歳
以
下
は
694人
か
ら
316人
と
半

減
し
て
い
る
。

長
崎
正
仁
町
長
は
、
要
因
の

―
つ
に
08年
以
降
は
1
桁
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
婚
姻
数
の
少
な

さ
を
挙
げ
る

9

「
財
政
力
の
弱
い

町
で
、
数
百
万
円
を
ど
う
捻
出

す
る
か
で
常
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
」
。そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

県
が
創
設
す
る
の
が
、
全
市
町

村
に
配
ら
れ
る
人
口
減
少
対
策

総
合
交
付
金
だ
。

「
こ
れ
で
武
器
が
持
て

る
」
と
長
崎
町
長
。
交
付
金
を

婚
活
支
援
に
使
う
考
え
で
、
「
子

育
て
支
援
な
ど
結
婚
後
の
サ
ポ

ー
ト
に
は
自
信
が
あ
る
。
子
ど

も
が
増
え
る
と
こ
う
し
た
施
策

市
町
村
ぐ
る
み
で

が
さ
ら
に
生
き
て
く
る
」
と
歓

迎
す
る
。

ロ

ロ

若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口

減
少
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

ー。

県
が
3
月
末
に
策
定
す
る

「
中
山
間
地
域
再
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
「
10年
後
に
県
外
か

ら
の
移
住
者
数
5
千
人
以
上
」

と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

本
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て

09年
度
か
ら
移
住
施
策
を
本
格

化
。
市
町
村
へ
の
相
談
員
設
置

な
ど
に
取
り
組
み
、

11年
度
の

120組
241人
か
ら
22年
度
は
過
去

最
多
の
1
1
8
5組
1
7
3
0

人
と
な
っ
た
。

た
だ
、
他
県
と
の
比
較
で

は
、
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て

創
意
工
夫
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い
」
と
し
て
い
る
。

ロ

ロ

子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
拡

大
、
移
住
や
定
住
促
進
の
住
宅

整
備
、
大
学
生
の
奨
学
金
返
済

支
援
…
。
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
、
県
内
首
長
か
ら
は
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
い
る

一
方
で
、
「
何
十
年
も
や
っ
て
き

て
、
効
果
が
出
て
い
な
い
。
市

町
村
だ
け
で
有
効
な
対
策
が
で

き
る
の
か
」
と
の
弱
音
も
。

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
創
意
工
夫
を
こ
ら
さ
な
け

れ
ば
、
交
付
金
に
代
表
さ
れ
る

県
の
財
源
投
入
も
単
な
る
ば
ら

ま
き
と
な
っ
て
し
ま
う
。

抜
本
強
化
を
図
る
人
口
減
対

策
は
、
市
町
村
の
企
画
・
実
行

力
と
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

県
の
伴
走
力
が
発
揮
さ
れ
て
こ
｀

そ
、
効
果
に
結
び
つ
く。

（
報
道
部
・

山
崎
友
裕）
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